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懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の

蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闘
す
る
近
況
に
つ
い
て

明
治
も
大
正
も
日
に
月
に
遠
く
な
っ
て
ゆ
く
。
我
々
の
祉
會
は
、
断
え
間
な
く
猿
生
す
る
幾
多
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
ニ

に
向
っ
て
湖
進
し
て
い
る
が
、
元
来
、
人
間
の
生
活
に
お
け
る
時
間
と
空
間
と
の
連
闘
が
、
歴
史
的
・
祉
會
的
な
自
覺
的
展
開
に
外
な
ら

ぬ
以
上
は
、
過
去
を
過
去
と
し
て
正
し
く
尊
重
す
る
こ
と
を
通
じ
て
の
み
、
そ
れ
と
相
劉
的
・
相
闊
的
に
、
未
来
の
向
上
的
な
展
羞
が
開

け
て
来
る
。

懐
徳
堂
記
念
會
の
事
業
に
協
賛
し
て
堂
友
會
を
結
成
し
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
、
江
戸
時
代
後
半
期
に
二
百
四
十
年
の
歴
史
を
も
っ

懐
徳
堂
、
大
正
初
年
よ
り
昭
和
の
終
戦
に
至
る
ま
で
の
、
懐
徳
営
記
念
會
に
よ
っ
て
設
立
蓮
螢
さ
れ
た
重
建
懐
徳
堂
、
終
戦
以
後
、
事
業

方
式
を
新
た
に
し
て
今
日
に
存
紹
し
て
い
る
懐
徳
堂
記
念
會
、
等
の
全
部
を
通
じ
て
、
時
と
共
に
散
胤
．
壇
滅
し
よ
う
と
す
る
堂
の
業
績

や
資
料
を
、
蒐
集
し
、
整
理
し
、
保
存
す
る
た
め
の
適
切
な
措
樅
を
諧
じ
る
こ
と
は
、
常
然
、
我
々
の
大
き
な
閥
心
事
で
あ
る
。
そ
こ
で

私
は
、
最
近
二
年
間
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
措
置
の
進
展
を
、
こ
の
紙
面
を
借
り
て
簡
箪
に
報
告
し
、
兼
ね
て
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
方
々

の
御
盛
意
に
附
し
て
、
岸
く
御
霞
申
し
上
げ
度
い
と
思
う
。
も
っ
と
も
こ
の
記
事
は
、
次
の
敷
件
を
報
告
す
る
為
め
に
、
取
り
敢
え
ず
書

き
留
め
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
し
い
内
容
や
紹
介
に
つ
い
て
は
、
他
日
整
理
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
猿
表
さ
れ
る
こ

恨
徳
堂
先
限
の
業
綬
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闘
す
る
近
況
に
つ
い
て
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懐
徳
堂
先
賢
の
菜
績
と
追
品
と
の
蒐
集
・
整
兜
・
保
存
に
制
す
る
近
況
に
つ
い
て

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
が
、
維
新
の
影
響
を
受
け
て
閉
鎖
さ
れ
た
の
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
で
あ
っ
た
が
、
常
時
堂
の
責
任
者
と
し

て
最
後
の
教
授
で
あ
っ
た
の
は
並
川
寒
泉
先
生
（
七
十
四
オ
）
、
預
人
で
あ
っ
た
の
は
中
井
桐
園
先
生
（
四
十
七
オ
）
で
あ
る
。

生
は
明
治
十
一
年
（
八
十
三
オ
）
に
、
桐
園
先
生
は
明
治
十
四
年
（
五
十
九
オ
）
に
相
踵
い
で
歿
し
、
こ
こ
に
祖
懐
徳
堂
の
學
は
一
應
絶

寒
泉
先

泉
に
蹄
し
た
。
し
か
し
桐
園
先
生
の
嗣
子
中
井
木
菟
麿
（
字
は
天
生
、
披
は
黄
裳
、
安
政
二
年
生
、
昭
和
十
八
年
八
十
九
オ
に
て
歿
）
、

そ
の
異
母
妹
中
井
終
子
（
明
治
十
年
生
、
昭
和
三
十
年
七
十
九
オ
に
て
歿
）
の
二
先
生
は
、
幼
時
の
庭
訓
に
基
い
て
よ
く
和
漠
の
数
養
を

身
に
つ
け
、
後
、
或
い
は
日
本
ハ
リ
ス
ト
正
敦
會
の
ニ
コ
ラ
イ
主
敦
と
相
識
っ
て
そ
の
聖
書
翻
評
事
業
を
助
け
、
或
い
は
兄
妹
揃
っ
て
栂

花
學
園
に
放
鞭
を
執
る
等
、
終
身
聖
職
を
守
っ
て
炭
ら
ず
嫁
せ
ず
、
油
く
正
し
い
生
涯
を
送
ら
れ
た
。
晩
年
、
終
子
先
生
は
木
菟
麿
先
生

の
蓑
女
と
な
ら
れ
た
が
、
現
在
池
田
に
在
住
さ
れ
る
新
田
和
子
夫
人
は
、
終
子
先
生
の
養
女
と
し
て
晩
年
の
雨
先
生
に
事
え
、
中
井
家
他

来
の
遺
品
や
雨
先
生
の
手
澤
の
書
籍
・
雨
先
生
自
筆
の
著
書
・
記
録
・
日
記
等
を
よ
く
保
存
し
て
今
日
に
側
え
ら
れ
た
。
こ
の
記
念
す
べ

き
追
物
を
如
何
に
整
理
し
低
存
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
夙
に
少
敷
の
識
者
の
思
い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
所
で
あ
っ
た
が
、
新
田
夫
人
の
終

始
髪
ら
ぬ
誠
意
と
、
翡
係
各
位
の
善
慮
と
に
よ
っ
て
、
終
に
そ
の
方
途
を
質
現
す
べ
き
機
會
が
到
来
し
た
。
帥
ち
昨
昭
和
五
十
四
年
春
、

夫
人
は
雨
先
生
を
偲
ぶ
若
干
の
逍
品
以
外
の
全
部
を
學
げ
て
、
阪
大
岡
書
館
の
懐
徳
韮
コ
ー
ナ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
新

田
文
庫
で
あ
る
。
逍
品
の
内
容
は
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
そ
の
紹
介
に
は
今
後
の
綿
密
な
整
理
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
受
入
れ
の

便
宜
上
阪
り
に
羅
列
し
た
項
目
の
手
び
か
え
に
よ
れ
ば
、
無
應
三
百
五
十
項
日
に
及
ん
で
い
る
。

新

田

文

庫



中
井
木
菟
麿
・
終
子
二
先
生
は
、
江
戸
時
代
の
の
敦
養
を
身
を
以
っ
て
侮
え
た
最
後
の
お
方
で
あ
っ
て
、
そ
の
清
高
篤
賀
の

風
格
は
仰
ぐ
に
堪
え
た
も
の
が
あ
る
が
、
其
の
後
大
正
に
始
ま
り
昭
和
の
終
戦
と
共
に
終
っ
た
新
學
塾
重
建
懐
徳
堂
に
お
い
て
、
松
山
・

財
津
二
敦
授
の
跡
を
承
け
、
最
後
の
敦
授
と
し
て
よ
く
重
任
を
全
う
せ
ら
れ
た
の
が
、
北
山
吉
田
鋭
雄
先
生
で
あ
る
。
吉
田
先
生
は
、
大
正

五
年
に
重
建
懐
徳
堂
が
竣
工
し
、
松
山
直
蔵
数
授
を
中
心
に
講
義
が
開
始
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
、
郎
ち
大
正
九
年
か
ら
敦
師
の
任
に
就
か

れ
た
。
十
二
年
に
講
師
と
し
て
中
國
に
留
學
、
十
四
年
の
蹄
朝
と
共
に
助
敦
授
に
進
ま
れ
た
。
昭
和
二
年
、
松
山
敦
授
・
稲
束
講
師
の
相

踵
ぐ
病
歿
の
後
、
吉
田
先
生
は
、
昭
和
四
年
に
敦
授
と
な
ら
れ
た
財
津
愛
象
先
生
と
共
に
、
堂
の
講
義
掠
嘗
者
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ

れ
、
著
質
な
成
果
を
畢
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
敷
年
に
し
て
日
華
事
麦
が
我
生
し
、
更
に
十
六
年
に
太
平
洋
戦
争
が
勃
披
す
る
に
及

在
は
、
重
建
懐
徳
堂
に
有
終
の
美
を
演
し
た
も
の
で
あ
り
、

ん
で
、
文
化
事
業
の
遂
行
は
日
ま
し
に
困
難
を
加
え
て
行
っ
た
。
そ
し
て
終
に
二
十
年
三
月
の
大
空
襲
に
よ
る
堂
の
燒
亡
、
つ
づ
い
て
終

戦
お
よ
び
戦
後
の
混
胤
、
と
い
う
異
常
事
態
に
直
面
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
情
況
の
中
に
在
っ
て
、
二
十
三
年
四
月
、
吉
田
先
生
は
敦

授
に
任
ぜ
ら
れ
、
堂
の
復
興
の
中
心
人
物
と
し
て
重
責
を
荷
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
誰
か
知
ら
ん
、
翌
五
月
に
は
先
生
の
急
逝
が
あ
っ
て
、

こ
の
期
待
は
惜
し
く
も
崩
壊
し
た
。
し
か
し
今
に
し
て
顧
み
れ
ば
、
こ
れ
が
歴
史
的
轄
換
の
一
面
を
象
徴
す
る
姿
で
あ
っ
て
、
先
生
の
存

そ
の
誠
質
な
人
物
・
學
問
は
、
懐
徳
堂
の
個
統
に
、
更
に
―
つ
の
光
を
添
え

た
も
の
と
し
て
敬
仰
さ
れ
る
。

先
生
の
歿
後
、
令
嗣
晋
氏
の
御
決
斯
に
よ
っ
て
、
先
生
遺
愛
の
の
大
部
分
を
、
北
山
文
庫
と
し
て
阪
大
の
懐
徳
堂
文
庫
に
寄
附
さ

れ
、
先
學
西
村
天
囚
先
生
の
碩
園
文
庫
以
来
、
壊
徳
堂
闘
係
者
の
造
書
・
逍
物
の
蒐
集
保
存
の
例
に
傲
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
昨
五
十
四
年

か
ら
今
春
に
か
け
て
、
晋
氏
は
、
し
ば
ら
く
御
手
許
に
留
め
て
憤
重
に
椋
討
さ
れ
て
い
た
残
部
を
畢
げ
て
、
北
山
文
庫
に
追
加
分
と
し
て

寄
賠
さ
れ
た
。
か
く
て
懐
徳
堂
闊
係
者
の
・
遺
物
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
は
、
晋
氏
の
御
協
力
を
得
て
更
に
一
歩
を
進
め
る
こ
と
が

懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
選
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闊
す
る
近
況
に
つ
い
て

北

山

文

庫



ま
す
。
こ
の

本
日
は
常
市
懐
徳
堂
敦
授
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
松
山
先
生
に
御
願
し

懐
徳
堂
先
賢
の
業
綬
と
造
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

出
来
た
。
因
に
こ
の
追
加
分
は
、
受
入
れ
の
際
に
作
ら
れ
た
仮
目
録
に
よ
れ
ば
、
約
四
百
貼
に
上
っ
て
い
る
。

松
山
直
蔵
先
生
の
講
演
筆
記

大
正
の
重
建
懐
徳
堂
に
お
い
て
、
麗
聘
せ
ら
れ
て
最
初
の
敦
授
の
任
に
就
き
、
講
座
を
主
ら
れ
た
の
は
松
山
直
蔵
先
生
で
あ
る
。
先
生

は
大
正
五
年
に
就
任
以
来
、
昭
和
二
年
に
惜
し
く
も
病
歿
さ
れ
る
ま
で
、
僅
か
敷
年
の
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、

物
・
學
問
は
、
能
く
大
阪
漠
學
の
中
心
と
な
っ
て
、
世
道
人
心
に
大
き
な
影
響
を
典
え
ら
れ
た
。
今
年
は
先
生
歿
後
五
十
三
年
に
嘗
り
、

辱
知
と
私
淑
と
を
問
わ
ず
、
後
生
に
と
っ
て
は
、
追
慕
の
情
の
盆
ミ
新
た
な
る
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
恰
も
先
日
、
私
は
、
先
生
が
嘗

て
大
正
十
四
年
十
一
月
十
三
日
に
、
大
阪
工
廠
に
お
い
て
講
演
さ
れ
た
「
儒
敦
敦
義
一
斑
」
の
速
記
録
の
プ
リ
ン
ト
が
、
先
生
の
女
婿
中

川
幸
三
氏
の
箇
底
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
の
を
、
寓
目
す
る
機
會
に
恵
ま
れ
た
。
こ
こ
に
中
川
氏
の
御
許
し
を
得
て
再
録
し
、
先
生
を
偲
ぶ

三
輪
工
廠
長
挨
拶

儒
敦
敦
義
一
斑
（
大
正
十
四
年
十
一
月
十
三
日
於
大
阪
工
廠
）

は
約
二
百
年
前
か
ら
営
大
阪
に
漠
學
偏
数
の
講
義
及
敦
化
を
遣
ら
れ
て
風
敦
道
徳
の
上
に
盆
さ
れ
た
こ
と
莫
大

な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
又
棠
會
に
胴
し
ま
し
て
は
過
般
畏
く
も
御
下
賜
金
の
御
沙
汰
が
あ
り
ま
し
た
。
覆
學
の
振
興

資
料
の
一
端
に
供
し
た
い
。

に
闊
す
る
一
場
の
御
講
演
を
御
願
し
た
次
第
で
あ
り

陸

軍

砲

兵

上

等

工

長

岡

田

治

作

事

務

員

佐

々

木

種

造

懐
徳
堂
敦
授

文

學

士

松

山

直

蔵

氏

講

演

そ
の
敦
厚
、

四

著
賓
な
人



て
自
分
よ
り
年
輩
の
若
い
、
そ
う
し
て
學
問
の
到
ら
な
い
者
の
間
に
伍
し
御
熱
心
に
講
義
を
御
聴
に
な
る
こ
と
に
就
き
ま
し
て
は
、

吾
々
平
常
か
ら
敬
服
し
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
斯
様
な
慮
か
ら
自
然
御
心
安
く
な
り
ま
し
て
先
般
も
御
依
頼
の
あ
り
ま
し
た
と

き
に
御
僻
退
す
る
も
反
て
失
麗
と
存
じ
ま
し
て
御
受
け
を
致
し
た
様
な
次
第
で
あ
り
ま
す
。
何
分
不
オ
で
學
問
も
到
ら
ぬ
者
で
あ
り

懐
徳
堂
先
賢
の
業
給
と
追
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闊
す
る
近
況
に
つ
い
て

本
日
参
り
ま
し
た
様
な
諄
で
御
座
い
ま
す
。
少
賭
閣
下
は
時
々

五

に
御
越
に
な
り
、
常
に
御
自
分
の
官
位
を
御
忘
に
な
り
ま
し

に
付
ま
し
て
は
九
重
の
内
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
御
診
念
の
あ
る
こ
と
と
恐
察
し
奉
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
漠
學
が
徳
川
時
代
に

於
き
ま
し
て
道
義
の
根
本
を
成
し
て
居
た
こ
と
は
争
は
れ
な
い
事
質
で
あ
り
ま
す
。
又
現
に
先
月
(
+
月
）
上
旬
大
木
伯
爵
閣
下
が

大
阪
へ
束
ら
れ
た
と
き
次
の
様
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
人
間
の
道
義
を
股
み
行
ひ
居
る
者
は
漠
學
の
素
養
あ
る
者

で
あ
る
。
掘
く
風
敦
に
盆
す
る
漠
學
の
振
興
に
就
て
は
過
去
三
回
の
議
會
で
奨
動
案
が
全
會
一
致
を
以
て
可
決
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ

る
。
即
ち
漢
學
の
尊
重
は
政
黛
政
派
を
超
越
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
。
之
に
劉
し
て
前
の
池
上
大
阪
市
長
の
御
答
は
「
今
日
漠
籍
を
詔

む
こ
と
は
人
格
者
で
あ
る
。
人
道
道
徳
の
履
行
者
で
あ
る
と
世
の
中
の
人
が
解
繹
す
る
」
と
云
は
れ
ま
し
た
様
な
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
は
漠
學
の
み
が
日
本
の
道
義
を
維
持
す
る
も
の
と
は
思
ひ
ま
せ
ん
。
園
學
も
世
道
人
心
を
維
持
す
る
要
素
な
り
と
考
ふ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

業
せ
ら
れ
て
以
来
孜
々
此
の
方
面
に
御
研
鑽
に
な
っ
て
居
つ
て
極
め
て
御
造
詣
深
い
方
で
あ
り
ま
す
。

懐
徳
堂
は
獨
り
漢
學
の
み
な
ら
ず
闘
學
を
も
講
義
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
松
山
先
生
は
明
治
三
十
年
帝
大
の
漢
文
科
を
卒

々
が
同
先
生
か
ら
儒
敦
敦

の
御
講
話
を
拝
聴
す
る
こ
と
は
輩
に
常
識
を
養
成
す
る
と
云
ふ
方
面
よ
り
で
な
く
、

ま
し
て
諸
君
と
共
に
清
聴
し
て
深
く
御
言
葉
を
味
い
た
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

松
山
敦
授
講
演

々
の
修
養
上
に
多
大
の
効
果
あ
り
と
信
じ

私
は
只
今
閣
下
か
ら
御
紹
介
を
受
け
ま
し
た
松
山
で
懐
徳
堂
の
敦
授
を
致
し
て
居
る
者
で
あ
り
ま
す
。
大
髪
立
派
な
御
紹
介
の
御
僻

を
受
け
ま
し
て
痛
み
入
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
先
般
閣
下
か
ら
朦
員
諸
賢
に
何
か
話
を
せ
よ
と
云
ふ
御
命
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、



た
曾
子
、
子
思
、
孟
子
を
併
せ
て
孔
、

懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

ま
す
の
で
本
日
話
し
ま
す
こ
と
も
、
只
平
常
讀
ん
で
居
ま
す
書
物
の
中
か
ら
儒
敦
敦
義
の

し
か
し
私
は
元
束
講
演
は
あ
ま
り
や
っ
た
こ
と
が
有
り
ま
せ
ぬ
の
で
自
然
諸
君
に
判
り
易
く
述
べ
る
こ
と
は
出
束
難
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
黙
は
前
以
て
御
断
り
を
し
て
置
き
ま
す
。
又
懐
徳
堂
の
模
様
は
閣
下
か
ら
御
話
も
御
座
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
尚
後
か
ら
申
上

た
い
と
思
ひ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
儒
敦
の
敦
義
一
斑
と
云
ふ
題
で
御
話
申
上
げ
ま
す
。

斑
を
御
話
申
上
げ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

儒
敦
と
は
ど
う
ゆ
う
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
は
、
第
一
に
誰
し
も
考
へ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
儒
敦
の
披
生
的
猿
展
を
學
術
的
に

研
究
し
ま
す
と
、
通
俗
に

四
子
の
敦
と
大
憫
解
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

へ
て
居
る
こ
と
と
は
違
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
し
や
う
が
、
今
御
話
申
上
げ
る
の
は
今
日
一
般
に
儒
敦
と
認

め
ら
る
る
も
の
に
就
て
申
す
の
で
あ
り
ま
す
。
儒
敦
と
云
へ
ば
今
日
一
般
に
孔
子
の
敦
、
又
は
其
の
敦
を
受
け
他
へ
之
を
漿
揮
し

思

、

外

國

人

は

儒

敦

を

英

語

で

は

C
o
n
f
u
c
i
a
n
i
s
m
と
稲
し
て
居
り
ま
す
。
之
を
諄
す
れ
ば
孔
子
敦
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
支
那
に
て
は
宋
以
束
儒
敦
の
経
典
た
る

五
紐
の
外
に
四
書
を
重
視
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
古
の
聖
人
の
道
を
知
る
に
は
五
紐
と
云
ふ
紐
典
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

五
継
を
明
か
に
す
る
に
は
先
づ
論
語
、
孟
子
、
大
學
、
中
庸
の
四
書
か
ら
し
て
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
っ
て
支
那
で
は
宋

以
来
殆
ん
ど
一
般
の
定
説
の
如
く
に
な
り
ま
し
た
。
我
園
で
も
徳
川
時
代
に
さ
や
う
に

に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
日
は
そ
の
四
書
の
中
か
ら
主
に
論
語
に
就
て
御
話
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

御
承
知
の
通
四
書
は
論
語
、
大
學
、
中
庸
、
孟
子
の
四
つ
の
書
物
で
あ
り
ま
す
が
、
論
語
は
孔
夫
子
と
其
の
門
人
拉
に
其
の
嘗
時
の

列
園
の
君
臣
や
其
の
他
の
人
々
と
の
間
に
問
答
せ
ら
れ
た
も
の
を
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
孟
子
も
其
の
門
人
や
嘗
時
の
諸
侯
の
君
臣

其
の
他
の
人
々
と
の
問
答
を
記
さ
れ
た
も
の
で
、
記
述
が
系
統
的
で
な
く
一
寸
讀
ん
で
も
組
織
的
に
了
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り

少
し
く
組
織
立
て
て
御
話
し
て
見
や
う
と
思
ひ
ま
す
。

ま
す
。
大
學
、
中
庸
は
こ
れ
に
比
較
し
ま
す
と
梢
や
組
織
立
て
い
る
、
而
し
こ
れ
を
西
洋
人
の
組
織
立
た
系
統
的
に
書
い
た
も
の
に

較
べ
る
と
到
底
比
較
に
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
従
っ
て
其
の
敦
義
を
組
織
的
に
了
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
ま
す
、
そ
れ
で
今
論
語
を

一
盟
四
書
は
前
に
も
申
し
た
如
く
、
宋
代
か
ら
論
語
、
大
學
、
中
庸
、
孟
子

ヘ
四
書
を
以
て
儒
敦
の
経
典
と
認
む
る
様

， 
ノ‘



た
い
と
考
へ
ま
す
。

七

と

の
意
を
其
の
門
人
が
記
し
た
も
の
と
よ
り
成
っ
た
も
の
で
、

の
大
學
人
を
敦
ふ
る
の
法
を
載
せ
た
も
の
、
中
庸
は
孔
子

と
拉
べ
て
尊
む
様
に
な
っ
た
も
の
で
、
其
の
中
論
語
は
早
く
よ
り
紐
書
に
入
れ
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
孟
子
に
至
つ
て
は
後
世
ま

で
紐
書
と
し
て
取
扱
は
れ
ず
し
て
諸
子
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
又
大
學
と
中
庸
と
は
各
證
記
の
中
の
一
篇
で
あ
っ
た
が
、

や
う
や
く
宋
の
時
代
か
ら
程
子
な
ど
が
こ
の
二
篇
は
儒
敦
の
義
理
の
上
に
大
闊
係
あ
る
も
の
と
し
て
其
の
債
値
を
認
め
轄
記
の
中
か

ら
引
き
出
し
て
輩
行
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
但
し
中
庸
は
梁
の
世
已
に
箪
行
し
た
形
迩
は
あ
り
ま
す
。
孟
子
は
唐
の

世
、
韓
退
之
が
之
を
尊
ん
で
其
の
異
端
邪
説
を
闘
い
て
孔
子
の
敦
を
明
か
に
し
、
聖
人
の
道
を
個
へ
た
功
績
は
属
の
洪
水
を
治
め
た

功
績
に
も
劣
ら
ぬ
と
魯
め
、
又
道
は
党
舜
よ
り
萬
湯
文
武
周
公
孔
子
を
紐
て
孟
子
に
偲
は
り
、
孟
子
歿
し
て
後
、
道
が
絶
へ
た
と
云

つ
て
所
謂
道
統
の
説
を
な
し
ま
し
た
、
こ
れ
か
ら
孟
子
は
大
に
世
に
現
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
、
又
大
學
、
中
庸
は
か
の
甕
破
り
で

名
高
い
司
馬
温
公
や
程
子
な
ど
の
研
究
表
章
に
よ
り
て
箪
行
も
し
尊
重
も
さ
れ
、
遂
に
朱
子
に
到
つ
て
大
學
、
中
庸
、
論
語
、
孟
子

を
合
せ
て
四
書
を
五
紐
の
階
梯
と
し
て
儒
學
を
學
ぶ
に
慎
先
き
に
研
究
す
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
四
書
の
表
章
は

程
子
な
ど
に
始
ま
り
朱
子
に
到
つ
て
定
っ
た
と
云
ふ
て
宜
い
の
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
元
、
明
、
清
を
通
じ
て
、
又
我
図
に
在
り
て
は

徳
川
時
代
を
通
じ
て
こ
の
考
へ
が
定
説
と
な
り
て
學
界
を
支
配
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
四
書
は
非
常
に
尊
ば
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で
四
書
は
孔
子
の
数
を
説
き
、
又
其
の
敦
を
披
揮
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
儒
敦
の
敦
義
を
知
る
に
は
一
番
手
近
な
も
の

で
且
又
必
要
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
大
盟
誤
の
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

論
語
は
先
き
に
も
申
し
ま
し
た
通
り
孔
子
の
言
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
學
は
程
子
に
捩
れ
ば
曾
子
が
孔
子
の
言
を
述
べ
た
も
の

の
孫
に
嘗
る
子
思
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
孔
門
個
授
の
心
法
を
載
せ
た
も
の
と
云
つ
て
居
り
ま
す
。
又
孟
子
は
孟
子
の
言
を
載
せ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
大
睦
四
書
と
は
斯
様
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
は
そ
の
中
の
論
語
に
つ
い
て
孔
子
の
数
の
大
臆
を
説
い
て
見

儒
敦
は
西
洋
で
は

C
o
n
f
u
c
i
a
n
i
s
m
と
云
ふ
て
い
る
。
儒
敦
は
孔
子
が
孔
子
以
前
の
聖
賢
の
敦
を
集
め
て
大
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
、

懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闘
す
る
近
況
に
つ
い
て



孔
子
の

の
外
に
取
り
柄
は
な
い
と
云
は
れ
て
居
る
。

懐
徳
堂
先
賢
の
業
綬
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
閥
す
る
近
況
に
つ
い
て

の
六
蔽
と
云
ふ
こ
と
を
説
か

學
ん
で
厭
は
ず
、

に
よ
り
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
、
其
の
毘
か
ら
云
へ
ば
西
洋
人
の
諄
す
る
通
り

孔
子
敦
と
謂
つ
て
宜
し
い
諄
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
孔
子
敦
を
知
ろ
う
と
す
る
に
は
是
非
共
先
づ
第
一
に
孔
子
の
言
を
録
し
た
論
語
に

依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
論
語
の
編
者
に
闊
し
て
は
後
人
の
種
々
な
る
異
説
も
あ
り
ま
す
が
、
大
骸
孔
子
の
言
を
其
の
弟
子
逹
が
記
し
て

居
っ
た
も
の
を
又
弟
子
位
に
営
る
も
の
が
之
を
編
輯
し
た
も
の
ら
し
い
。
他
の
古
書
に
比
べ
る
と
後
人
の
甑
入
と
云
ふ
様
な
こ
と
が

な
く
て
大
陸
に
於
て
箕
を
個
へ
て
居
る
も
の
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
故
に
孔
子
の
敦
義
を
知
る
に
は
今
日
論
語
に
依
る
外
は
な
い

と
謂
は
れ
て
居
り
ま
す
。
又
そ
れ
が
一
番
確
か
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
孔
子
の
敦
は
ど
う
云
ふ
も
の
で
あ
る
か
。

論
語
を
開
い
て
見
て
第
一
に
眼
に
付
く
も
の
は
學
と
云
ふ
字
で
あ
る
。
『
學
而
時
習
レ
之
、
不

1

一
亦
説
一
乎
』
と
あ
る
。
孔
子
が
學
問
好

き
で
あ
ら
れ
た
こ
と
は
、
あ
れ
程
謙
遜
な
御
方
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
丈
け
は
自
ら
許
さ
れ
て
居
た
。

丘
者
「
不
レ
如

1

一
丘
之
好
b

學
也
』
と
云
は
れ
て
居
る
。
自
分
程
の
學
問
好
は
あ
る
ま
い
と
の
言
で
あ
る
。
又
、

不
レ
厭
、
誨
レ
人
不
レ
倦
、
何
有

1

一
於
我
一
哉
』
と
云
は
れ
て
言
に
猿
せ
ず
し
て
心
に
之
を
識
る
し
、

む
こ
と
を
知
ら
ぬ
と
云
ふ
一
―

れ
て
居
る
。

で
仁
、
知
、

又
『
徳
之
不
レ
修
、

と
云
は
れ
尚
又
『
學
而
不
レ
思
則
岡
、
思
而

之
皆
學
問
の
大
切
な
る
こ
と
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

之
も
亦
學
問
の
必
要
を
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

信
不
レ
好
レ
學
其
蔽
也
賊
、
好
レ
直
不
レ
好
レ
學
其
蔽
也
絞
、

直
、
勇
、
剛
、
皆
人
間
の
美
徳
で
あ
る
が
、
學
問
を
せ
ぬ
と
、

『
十
室
之
邑
、
必
有
―
―
忠
信
如
レ

『
欺
而
識
レ
之
、
學
而

人
を
誨
へ
て
倦

學
之
不
レ
講
、
聞
レ
義
不
恥
胆
レ
徒
、

不
善
不
恥
胆
レ
改
、
是
吾
憂
也
』
と
云
は
れ
て
居
る
。
斯
様
に
孔
子
の
平
素
憂
と
せ
ら
る
る
こ
と
の
一
に
は
學
問
を
講
ぜ
な
い
と
云
ふ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
又
『
吾
嘗
終
日
不
レ
食
、
終
夜
不
レ
寝
以
思
、
無
盆
不
レ
如
レ
學
也
』

不
レ
學
則
殆
』
と
云
は
れ
て
居
る
、

『
好
レ
仁
不
レ
好
レ
學
其
蔽
也
愚
、
好
レ
知
不
レ
好
レ
學
其
蔽
也
蕩
、
好
レ

好
に
男
不
レ
好
レ
學
其
蔽
也
乱
、
好
レ
剛
不
レ
好
レ
學
其
蔽
也
狂
』
と
云
ふ
こ
と

か
か
る
美
徳
も
蔽
は
る
る
と
こ
ろ
あ
り
て
愚
、
蕩
、

賊
、
絞
、
胤
、
狂
と
い
へ
る
が
如
ぎ
悪
徳
に
流
る
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
此
等
の

問
の
必
要
な
る
こ
と
を
痛
惑
せ
ら
れ
且
強
く
説
か
れ
た
こ
と
が
知
れ
ま
す
。
そ
し
て
孔
子
は
一
生
涯
を
通
じ
て
學
を
好
み
修
養
を
せ

に
よ
り
て
孔
子
が
如
何
に
學

八



ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
一

み
行
ふ
べ
き
道
で
あ
り
ま
す
。

凡
そ
學
問
を
す
る
目
的
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
。

の
學
間
修
蓑
の
過
程
を
説
い
て
『
吾
十
有
五
而
志
二
子
學
「
三
十
而
立
、

と
斯
ふ
云
ふ
風

は
そ
こ
を
根
城
と
す
る
こ
と
で
徳
を
根
城
と
し
て
其
虞
に
身
を
据
ゆ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

の
如
き
は
人
が
人
と
し
て
こ
の
世
に
生
存
し
行
く
に
如
何
に
道
が
大
切
で
あ
る
か
を
切
言
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
是
に
よ

り
て
孔
子
の
學
問
の
目
的
は
道
を
知
る
に
あ
り
と
云
ふ
こ
と
が
判
り
ま
す
。
而
る
に
又
『
君
子
去
レ
仁
悪
乎
成
レ
名
、
君
子
無
姦
衣
食

之
間
違
L

仁
、
造
次
必
於
レ
是
、
顛
油
必
於
レ
是
』
と
云
は
れ
て
居
り
ま
し
て
、
君
子
の
君
子
た
る
と
こ
ろ
は
仁
に
在
る
、

に
違
ふ
べ
か
ら
ず
と
云
は
れ
て
居
る
。
又
孔
子
の
道
を
偲
へ
た
と
云
は
れ
て
居
る
曾
子
の

懐
徳
堂
先
賢
の
業
綬
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

にこ

九

『
士
不
レ
可
―
―
―
以
不
―
―
弘
毅
「
任
重
而

片
時
も
仁

こ
の

敷
を

に
寄
り 目

ふ
て
居
ら
れ
る
。

四
十
而
不
レ
惑
、
五

十
而
知
戻
命
「
六
十
而
耳
順
、
七
十
而
鎚
心
所
＞
欲
不
レ
鍮
レ
矩
』

し
て
學
問
に
志
し
七
十
歳
に
至
る
迄
孜
々
と
し
て
學
問
修
養
を
勉
め
ら
れ
て
、
終
に
心
の
欲
す
る
と
こ
ろ
が
慈
て
道
に

聖
人
の
域
に
進
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
此
等
の
こ
と
か
ら
孔
子
の
敦
に
於
て
は
學
問
と
云
ふ
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
っ
て
又
孔
子
の

敦
の
出
猿
貼
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
然
ら
ば
孔
門
の
敦
の
學
問
は
如
何
な
る
敦
科
に
よ
り
何
を
目
的
理
想
と
し
て
如
何
な
る
方

法
に
依
り
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
こ
れ
か
ら
學
問
の
目
的
、
敦
科
、
方
法
に
就
て
説
か
う
と
思
ひ
ま
す
。

孔
子
は
『
志

1

一
於
道
「
捩

1

一
於
徳
「
依

1

恥
於
仁
「
滸

1

一
於
臨
デ
』
と
云
は
れ
て
居
る
。

的
は
其
の
志
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
孔
子
は
其
の
目
的
を
示
し
て
『
志
於
道
』
と
云
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
道
と
は
人
の
履

『
捩
於
徳
』
と
は
徳
は
得
な
り
で
人
々
善
行
を
修
め
て
己
に
得
た
る
も
の
が
徳
で
あ
り
ま
す
、
披
と

『
依
於
仁
』
と
は
仁
と
は
人
間
道
徳
の
本

源
と
も
申
す
べ
き
も
の
で
愛
敬
の
誠
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
仁
を
離
る
れ
ば
道
徳
は
成
り
立
た
ぬ
、
そ
れ
で

『
滸
於
藝
』
と
は
藝
と
は
孔
子
の
常
時
纏
、
柴
、
射
、
御
、

添
ふ
て
仁
を
離
れ
ぬ
様
に
す
る
の
が
依
於
仁
で
あ
り
ま
す
。

六
藝
と
稲
し
て
居
り
ま
し
た
。
こ
の
六
藝
は
人
間
の
道
徳
程
大
切
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
、
文
化
の
進
ん
だ
る
社
會
に
於
て
は

文
化
人
と
し
て
生
存
し
て
行
く
に
は
必
要
な
る
も
の
で
亦
之
に
由
り
て
請
誹
を
修
蓑
し
得
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
藝
を
修
め
て

其
の
中
に
心
を
滸
ば
し
め
る
、
こ
れ
が
滸
於
藝
で
あ
り
ま
す
、
叉
孔
子
は
『
朝
聞
レ
道
夕
死
可
突
』
と
云
は
れ
て
居
り
ま
す
。 ふ

と
い
ふ

郎
ち
孔
子
は
十
五
歳
に



懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

道
遠
、
仁
以
為
―
―
己
任
「
不
―
―
亦
重
一
乎
、
死
而
後
已
、

不
―
―
亦
遠
一
乎
』

る
と
云
ふ
重
任
を
背
負
ひ
死
し
て
後
已
む
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
弘
毅
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
然
ら
ざ
れ
ば
其
の
大
任
を
果
し
得
ぬ
と

云
ふ
に
あ
り
。
此
等
の
言
に
依
る
と
仁
と
云
ふ
も
の
が
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
と
せ
ら
れ
て
居
る
。
又
論
語
を
観
る
と
顔
淵
を
始
め

仲
弓
、
子
張
、
奨
遅
、
司
馬
牛
な
ど
い
ふ
門
人
逹
は
孔
子
に
仁
を
問
ひ
、
孔
子
も
亦
仁
を
以
て
非
常
に
大
な
る
徳
と
し
て
容
易
に
許

さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
孔
子
の
数
に
於
て
最
も
大
切
な
る
も
の
の
如
く
に
察
せ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
又
論
語
に
は
君
子
と
云
ふ
こ

と
が
非
常
に
多
い
。
君
子
と
小
人
と
を
妓
べ
學
げ
て
封
説
し
て
あ
る
と
こ
ろ
な
ど
も
多
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
君
子
と
云
ふ
も
の

が
孔
子
の
数
に
在
り
て
學
者
の
標
的
と
な
り
て
あ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
子
夏
に
封
し
て
も
『
女
為
―
―
君
子
偏
「
無
レ
為
―
―
小
人
儒
一
』

と
云
は
れ
て
、
君
子
た
る
こ
と
を
弟
子
逹
に
訓
へ
ら
れ
て
居
る
。
斯
様
に
孔
門
の
學
問
の
目
的
は
或
は
道
に
在
る
が
如
く
、
或
は
仁

に
あ
る
が
如
く
、
或
は
君
子
に
在
る
が
如
く
見
ゆ
る
が
、
此
れ
別
物
に
非
ず
し
て
畢
党
一
に
蹄
著
す
る
も
の
で
あ
る
。
道
は
人
の
履

み
行
ふ
べ
き
大
道
で
あ
る
、
人
は
行
く
に
は
道
路
に
由
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
如
く
、
人
の
人
た
る
べ
き
行
為
を
な
す
に
は
嘗
然
由

る
べ
き
規
範
が
あ
る
。
其
の
方
面
か
ら
道
と
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
道
を
履
行
し
善
行
を
修
め
て
吾
物
に
し
た
の
が
徳
で
あ
っ
て
、

徳
は
得
と
同
じ
で
あ
る
。
又
仁
は
人
間
の
道
徳
の
名
で
あ
っ
て
澤
山
あ
る
道
徳
の
中
で
最
も
根
本
的
の
も
の
で
、
而
も
諸
他
の
道
徳

を
包
括
し
得
る
も
の
が
仁
で
あ
る
。
君
子
と
は
道
徳
を
修
め
得
た
有
徳
の
人
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
道
は
規
範
の
方
面
よ
り
名
づ

け
た
る
も
の
、
徳
は
個
人
の
修
養
的
所
得
の
上
よ
り
名
づ
け
た
る
も
の
、
仁
は
人
間
の
這
徳
の
名
、
君
子
の
有
徳
の
人
を
云
へ
る
名

で
あ
る
。
そ
れ
で
孔
子
の
學
問
は
道
を
行
ひ
徳
を
修
め
仁
を
成
し
有
徳
の
君
子
と
な
る
を
以
て
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

か
ら
孔
子
の
學
は
道
の
學
問
、
徳
の
學
問
、
仁
の

さ
て
道
と
云
ふ
も
の
は
人
間
の

君
子
の
學
問
と
も
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る

る
か
、
こ
の
こ
と
は
子
路
が
君
子
を
問
ひ
し
に
到
し
孔
子
は
『
修
レ
己
以
レ
敬
』
と
答
へ
ら
れ
た
、
子
路
は
只
そ
れ
丈
け
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
か
と
云
っ
た
の
に
到
し
て
『
修
レ
己
以
安
レ
人
』
と
答
へ
ら
れ
た
、
子
路
は
尚
滴
足
せ
ず
更
に
掘
の
如
き
の
み
で
あ
り
ま
す
か

に
披
る
べ
き
虞
の
道
で
あ
る
が

の
道
を
如
何
に
用
ふ
べ
く
孔
子
は
敦
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ

と
あ
る
。

郎
ち
其
の
意
味
は
士
た
る
も
の
は
仁
徳
を
成
就
す

1
0
 



以
レ
麓
』
と
云
ふ
て
居
り
ま
す
。

ま
す
。

と
尋
ね
た
ら
、
孔
子
は
『
修
己
以
安
舌
姓
f

修
』
己
以
安
―
―
百
姓
「
党
舜
其
孤
病
』
と
答
へ
ら
れ
た
。
即
ち
君
子
は
己
を
修
め
進
み

て
人
を
安
ん
じ
、
更
に
進
み
て
百
姓
を
安
ん
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
己
を
修
め
て
以
て
百
姓
を
安
ん
ず
る
こ
と
は
党
舜
の
如
き

聖
人
も
、
猶
ほ
難
し
と
せ
ら
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
云
は
れ
た
。
孔
門
の
道
は
こ
の
修
己
治
人
の
道
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
れ
ば
孔
門
の
學
そ
の
道
に
志
す
所
以
は
己
を
修
め
て
以
て
人
を
治
む
る
に
在
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
叉
或
時
子
路
、
曾
哲
、
再
有
、

公
西
華
等
弟
子
逹
が
孔
子
に
侍
坐
し
て
居
り
ま
し
た
其
の
時
孔
子
が
云
は
れ
る
に
は
爾
等
各
々
志
を
云
ふ
て
見
て
は
ど
う
ぢ
や
と
云

は
れ
た
、
子
路
は
「
千
乗
之
國
、
掘
忌
J

大
國
之
間
砧
砂
之
以
一
ー
師
旅
「
因
レ
之
以
臨
寧
饉
f

由
也
為
レ
之
、
比
レ
及
己
一
年
「
可
レ
使

-

1

有レ

勇
且
知
ュ
方
也
』

と
申
し
た
。

こ
の

そ
れ
は
大
園
の
間
に
介
在
し
て
居
る
上
に
戦
争
饒
饉
に
苦
め
ら
れ
て
居
る
と
云
ふ
様
な
一
大
園
の
要

路
に
嘗
っ
た
な
ら
三
年
後
に
は
人
民
を
し
て
向
ふ
所
を
知
ら
し
め
ん
と
云
ふ
た
。
又
再
有
は
『
方
六
七
十
、
如
五
六
十
、
比
レ
及
三
―
―

年
「
可
レ
使
レ
足
レ
民
、
如
―
―
其
朧
架
「
以
侯
―
―
君
子
一
』
帥
ち
方
五
六
十
里
と
云
ふ
小
國
で
大
臣
と
為
れ
ば
、
三
年
で
衣
食
を
充
宜
さ
せ

る
こ
と
丈
は
遣
つ
て
見
せ
ま
せ
う
と
答
へ
た
。
又
公
西
華
は
隠
に
精
し
き
人
物
で
あ
っ
た
慮
か
ら
『
宗
廟
之
事
、
如
會
同
、
端
章
甫
、

願
為
―
―
小
相
こ
と
答
へ
た
。
こ
れ
は
宗
廟
の
祭
や
大
名
の
會
同
し
た
と
き
な
ど
に
、
膿
服
を
著
け
て
麗
を
佐
け
る
下
役
に
な
り
ま
し

や
う
と
申
し
た
。
此
等
三
人
の
志
は
何
れ
も
己
を
修
め
て
其
の
得
た
る
と
こ
ろ
を
以
て
天
下
の
事
に
施
す
に
あ
り
ま
す
。
今
日
に
於

て
申
せ
ば
何
れ
も
一
の
祉
會
奉
仕
で
あ
り
ま
す
。
此
等
弟
子
の
志
す
と
こ
ろ
に
依
り
て
孔
門
の

次
に
孔
門
の
数
科
は
如
何
で
あ
っ
た
か
、
弟
子
逹
は
何
に
由
り
て
道
を
知
っ
た
か
と
云
ひ
ま
す
に
、
孔
夫
子
は
四
つ
の
も
の
を
以
て

敦
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
が
見
へ
て
居
る
『
子
以
レ
四
敦
、
文
、
行
、
忠
、
信
』
と
論
語
に
あ
る
。
郎
ち
孔
子
の
数
は
文
を
以
て
智

識
を
廣
め
、
道
を
知
り
、
行
を
以
て
買
践
射
行
を
力
め
、
忠
信
を
以
て
誠
を
蓑
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
こ
れ
が
孔
門
の
敦
科
で
あ
り
ま

す
。
又
孔
門
の
高
足
顔
回
が
孔
子
の
善
く
自
分
を
敦
へ
導
か
る
る
模
様
を
述
べ
て
『
夫
子
循
循
然
善
誘
レ
人
、
拇
レ
我
以
レ
文
、
約
レ
我

其
の
拇
我
以
文
は
四
数
の
文
に
嘗
り
、
約
我
以
轄
は
四
敦
の
行
に
嘗
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

懐
徳
堂
先
賢
の
業
綬
と
造
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
関
す
る
近
況
に
つ
い
て

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
窺
は
れ



其
の
子
伯
魚
に
謂
つ
て
『
女
為
為
一
周
南
召
南
云
天
乎
、
人
而
不
レ
為
一
一
周
南
召
南
へ
其
猶
手
一
正
隣
面
而
立
一
也
爽
』
と
云
ひ
又

以
言
一
』
と
云
は
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
と
、
孔
子
が
如
何
に
詩
を
學
問
に
必
要
な
る
も
の
と
見
ら
れ
て
居
っ
た
か
が
判
り
ま
す
。

に
就
て
は
孔
子
が
其
の
必
要
を
説
か
れ
た
こ
と
は
論
語
に
は
見
へ
て
居
り
ま
せ
ぬ
が
、
書
は
古
の
聖
王
賢
臣
の
言
を
録
し
た
る
も
の

で
之
に
よ
り
て
政
治
の
得
失
、
治
國
の
要
道
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
其
の
他
の
紐
典
も
皆
修
己
治
人
の
道
を
載
せ
た
る
も
の
な
れ
ば

敦
科
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
孔
門
敦
科
の
文
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
外
行
、
忠
、
信
の
三
が
あ
る
。
行
は
射
に

行
ふ
こ
と
で
文
を
學
ん
で
道
を
知
れ
ば
之
を
身
に
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
忠
信
は
心
を
虚
し
言
葉
に
侶
の
な
い
こ
と
で
倶
に
誠
で
あ
る
。

凡
て
の
行
に
は
こ
の
誠
が
根
本
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
文
は
い
は
ば
智
的
の
修
養
に
謁
す
る
も
の
で
あ
る
。
孔
門
の
敦
は
輩
に
智
的

の
修
蓑
に
止
ま
ら
な
い
、
必
ず
行
と
忠
信
と
を
拉
べ
敦
へ
ら
る
、
即
ち
質
行
と
心
の
内
面
的
修
養
と
を
重
ん
ぜ
ら
る
る
、
こ
の
虞
に

孔
子
の
数
の
優
れ
た
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
次
に
學
問
の
方
法
は
ど
う
云
ふ
風
か
、
先
づ
第
一
に
學
問
を
す
る
に
は
志
を
立
て
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
敦
へ
ら
れ
て
居
る
。
遠
き
に
行
く
に
も
、
高
き
に
登
る
に
も
必
ず
目
的
地
を
定
め
て
其
慮
に
到
逹
せ
む
こ
と
を
求

む
る
、
況
ん
や
學
問
を
す
る
に
は
必
ず
目
的
理
想
を
立
て
て
之
に
逹
す
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
是
に
於
て
か
立
志
の
要

が

あ

る

。

故

に

孔

子

は

『

食

無

レ

求

レ

飽

、

居

無

レ

求

に

女

』

叉

『

士

志
1

一
於
道
f

而
恥
壺
心
衣
悪
食
一
者
、
未
レ
足
―
―

君
に

り
ま
す
。
詩
紐
に
就
て
は
孔
子
は
『
小
子
何
莫
レ
學
―
―
夫
詩
「
詩
可
二
以
興
「
可
―
―
以
観
「
可
―
―
以
群
「
可
―
―
以
怨
「
選
之
事
レ
父
、
遠
之

の
徳
は
廣
大
で
詩
紐
を
見
る
と
善
心
を
興
起
し
人
間
の
道
徳
的

情
操
を
養
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
又
之
に
依
り
て
政
治
の
得
失
を
観
る
こ
と
が
出
来
る
。
又
相
集
り
て
社
會
的
生
活
を
し
て
協
同
和
睦

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
又
仮
令
怨
ん
で
も
怠
疾
憎
悪
の
甚
し
き
に
流
る
る
こ
と
が
な
く
中
和
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
又
親
に
事
へ

へ
る
こ
と
も
出
来
る
。
又
鳥
獣
草
木
の
名
を
知
つ
て
博
物
上
の
智
識
を
も
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
云
つ
て
居
ら
れ
ま
す
。
又

事
レ
君
、
多
識
二
於
鳥
獣
草
木
之
名
一
』

と
申
さ
れ
て
居
る
。

と
申
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

悛
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

の
敦
科
書
で
あ
る
。

人
は
之
を
解
し
て
先
王
の
遺
文
に
し
て
詩
書
六
経
な
り
と
云
つ
て
居
り
ま
す
。
郎
ち
今
日
に
傭
は
れ
る
書
料
、

文
が
即
ち
孔
門
の

文
と
は
今
日
の
所
謂
文
章
で
は
な
い
。

文
と
は
何
か

雀
げ
詩
無
―
―

の

明
か
に
は
云
は
れ
な
い
が
、

あ



へ
た
。
他
の
門
人
逹
は
孔
子
の
御
言
葉
の
意
義
が
判
ら
ぬ
、

之
道
、
忠
恕
而
已
突
』
と
答
へ
た
。
又
子
貢
が
一

己
所
レ
不
レ
欲
、
勿
レ
施
―
―
於
人
一
』

そ
仁
徳
を
成
就
す
る
要
法
で
あ
り
ま
す
。
之
を
約
め

そ
れ
で
孔
子
が
坐
を
起
た
れ
た
後
、
曾
子
に
尋
ね
た
ら
曾
子
は
『
夫
子

と
敦
へ
ら
れ
て
居
り
ま
す
。

又
『
夫
仁
者
己
欲
レ
立
而
立
レ
人
、

に
し
て
修
身
之
を
行
ふ
べ
き
も
の
あ
り
や
と
問
ひ
し
に
封
し
孔
子
は
『
其
恕
乎
、

己
欲
レ
逹
而
逹
レ
人
、

可
贔
凹
仁
之
方
一
也
已
』
と
云
は
れ
て
居
り
ま
す
。
前
者
は
消
極
的
の
恕
で
あ
り
、

後
者
は
積
極
的
の
恕
で
あ
り
ま
す
。

の
目
的
は
道
を
知
り
て
之
を
行
ふ
に
あ
る
。
こ
の
道
は
修

己
治
人
の
道
で
あ
り
、
又
人
の
常
さ
に
由
る
べ
き
道
で
あ
る
。
道
を
修
め
て
己
に
得
て
自
分
の
物
に
な
り
た
る
が
徳
で
あ
る
。
多
く

懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

う
に
せ
よ
と
云
は
れ
た
。

へ
ば
孔
門
の

又
或
時
孔
子
は
其
の
弟
子
曹
参
に
『
吾
道
一
以
貫
レ
之
』
と
申
さ
れ
た
。

之
に
劉
し
曾
子
は
『
唯
』
と
答

食
の
美
を
求
む
る
様
な
こ
と
で
は
其
の
目
的
を
逹
成
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
此
等
の
欲
望
を
棄
て
て
學
問
に
精
通
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
故

に
、
學
問
を
す
る
に
は
立
志
が
第
一
で
あ
る
。
さ
て
そ
の
仁
徳
を
成
し
君
子
と
な
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
か
と
云
ふ
細
か
な
る
方
法

に
至
り
て
は
、
孔
子
は
其
の
劉
手
の
異
な
る
に
従
ひ
其
の
性
質
や
力
量
な
ど
を
考
へ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
る
敦
育
を
施
さ
れ
た
も

の
な
れ
ば
一
様
で
は
な
い
。
孔
子
の
敦
の
骨
髄
た
る
仁
を
説
か
る
る
に
も
弟
子
の
異
な
る
に
随
つ
て
皆
異
つ
て
お
る
。
今
顔
淵
の
仁

を
問
へ
る
に
蜀
し
答
へ
ら
れ
し
と
こ
ろ
を
観
る
に
『
克
レ
己
復
レ
轄
為
レ
仁
、
一
日
克
レ
己
復
レ
纏
、
天
下
蹄
レ
仁
為
、
為
レ
仁
由
レ
己
』
と

申
さ
れ
て
お
る
。
麓
と
は
何
で
あ
る
か
、
官
制
の
如
き
政
治
上
の
制
度
を
指
す
こ
と
あ
り
、
叉
冠
婚
葬
祭
の
如
き
風
俗
習
慣
に
開
す

る
も
の
を
指
す
こ
と
あ
り
、
叉
起
居
進
退
等
威
儀
に
闊
す
る
も
の
を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
何
れ
も
人
為
的
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
も

と
／
＼
人
情
に
原
き
て
中
正
と
考
へ
ら
る
る
と
こ
ろ
に
定
ま
り
て
お
る
も
の
な
れ
ば
、
朱
子
も
之
を
解
し
て
『
天
理
之
節
文
、
人
事

之
儀
則
』
と
云
つ
て
お
る
。
郎
ち
纏
は
人
事
の
形
式
の
上
に
天
理
の
現
は
れ
た
も
の
で
、
人
間
の
営
然
由
る
べ
き
道
と
考
へ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
克
己
復
膿
と
は
私
欲
に
打
ち
克
ち
て
麗
に
復
り
之
に
由
る
こ
と
で
あ
る
。
顔
淵
は
更
に
そ
の
細
目
を
尋
ね
た

る
に
到
し
て
『
非
レ
麓
勿
レ
視
、
非
レ
霞
勿
レ
聴
、
非
レ
轄
勿
ヒ
言
、
非
レ
隠
勿
レ
動
』
と
答
へ
ら
れ
た
。
帥
ち
視
聴
言
動
一
々
麿
に
合
ふ
や

能
近
取
レ
讐

こ
の
恕
こ

爽
議
一
也
』
と
申
さ
れ
て
お
る
。
學
問
の
目
的
は
修
己
治
人
の
道
に
志
し
、

仁
徳
を
成
し
君
子
と
な
る
に
在
れ
ば
、

身
の
安
架
や
衣



な
り
と
し
、
仁
を
修
む
る
の
要
道
は
恕
に
あ
り
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

の
本
源
に
し
て
し
か
も
最
大
な
る
も
の
は
仁

の
徳
の
中
で
最
も
根
本
的
に
し
て
又
最
も
大
な
る
も
の
は
仁
で
あ
る
。
仁
は
之
を
推
披
め
る
と
人
間
の
凡
て
の
道
徳
が
其
の
中
に
包

括
さ
る
る
も
の
で
あ
る
。
又
道
を
知
り
之
を
修
め
徳
を
成
就
せ
る
も
の
が
君
子
で
あ
る
。
修
養
の
極
心
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
従
へ
ど

も
、
矩
を
鍮
え
ず
と
い
ふ
様
な
と
こ
ろ
に
到
れ
ば
聖
人
で
あ
る
故
に
、
結
局
の
目
的
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
は
聖
人
に
あ
り
ま
す
。
仁

と
云
ふ
こ
と
は
孔
子
以
前
に
も
紐
典
に
見
へ
ま
す
が
、
治
者
が
民
を
愛
し
之
に
恵
を
施
す
の
道
徳
で
、
即
ち
治
者
の
道
徳
に
限
ら
れ

て
あ
っ
た
。
孔
子
に
至
り
て
之
を
治
者
だ
け
の
道
徳
に
限
ら
ず
網
て
の
人
間
の
道
徳
と
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
総
て
の
道
徳
は
仁
に
包

括
さ
る
も
の
と
せ
ら
れ
た
。
孔
子
に
依
て
始
め
て
仁
が
斯
＜
璽
く
説
き
出
さ
れ
た
。
孔
子
は
『
述
而
不
レ
作
、
信
而
好
レ
古
』
と
云
は

れ
た
が
、
仁
に
斯
く
の
如
き
新
な
る
意
義
を
附
け
加
へ
ら
れ
た
る
は
孔
子
の
創
見
で
あ
る
。
孔
子
以
前
に
は
諸
々
の
徳
が
列
學
さ

れ
た
が
孔
子
は
此
等
諸
道
徳
の
本
源
た
る
も
の
に
眼
を
著
け
ら
れ
た
、
之
が
支
那
敦
學
史
上
孔
子
の
大
を
成
す
所
以
で
あ
り
ま
す
。

孔
子
の
弟
子
の
有
若
が
『
君
子
務
レ
本
、
本
立
而
道
生
、
孝
悌
也
者
、
其
為
レ
仁
之
本
輿
』
と
云
つ
て
お
る
。
即
ち
孝
悌
が
仁
を
行
ふ

本
で
あ
る
。
孟
子
も
『
亮
舜
道
孝
悌
而
已
突
』
と
云
つ
て
お
る
。
家
庭
に
於
け
る
父
兄
に
封
す
る
愛
敬
の
誠
が
本
と
な
っ
て
、
こ
れ

が
総
て
の
物
に
推
し
披
め
ら
れ
た
も
の
が
仁
で
あ
る
。
孔
子
は
こ
の
人
間
固
有
の
道
徳
心
に
し
て
、
し
か
も
一
切
の
道
徳
の
本
源
に

著
眼
し
て
其
慮
に
仁
を
認
め
ら
れ
た
、
其
の
最
も
手
近
い
も
の
が
孝
悌
で
、
之
を
撒
め
る
と
人
を
安
ん
じ
、
百
姓
を
安
ん
ず
る
に
至

る
も
の
で
あ
る
、
凡
そ
一
切
の
道
徳
に
こ
の
愛
敬
の
誠
を
鋏
い
て
は
道
徳
た
る
こ
と
は
出
束
ぬ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
員
理
を
看
破

り
て
仁
を
説
き
出
さ
れ
た
る
と
こ
ろ
が
孔
子
の
偉
大
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
論
語
に
載
せ
ら
れ
た
る
孔
子
の
言
葉
な
り
孔
子
の
為
さ

れ
た
こ
と
か
ら
其
の
数
義
を
梢
々
組
織
立
て
て
申
し
ま
す
と
大
要
斯
様
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
尚
ほ
以
上
申
上
げ
た
こ
と
を
約
め
て

の
知
り
得
た
る
道
は
忠
信
を
本
と
し

申
せ
ば
、
孔
子
は
詩
書
六
藝
を
以
て
道
を
知
る
に
必
要
な
る
敦
科
書
と
せ
ら
れ
、
こ
の
文
に
依
つ
て
敦
を
施
こ
さ
れ
た
。
そ
し
て
其

の
上
に
力
め
修
め
て
之
を
己
に
得
て
徳
と
な
し
、
己
を
修
め
て
進
ん
で
人
を

治
む
る
に
足
る

る
こ
と
を
数
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る

3

而
し
て
人
間
の

一
四



す。 成
し
て
君
子
た
る
こ

の
尊
き
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

今
日
に
於
て
は
孔
子
の
嘗
時
の
詩
書
六
藝
を
以
て
道
を
知
る
と
い
ふ
事
は
出
束
ぬ
。
法
律
の
智
識
も
必
要
で
あ
れ
ば
、
政
治
の
智
識

も
必
要
で
あ
り
、
賂
又
日
進
月
歩
の

と
し
て
お
り
ま
す
。

の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ

一五

の
智
識
も
必
要
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
忠
信
を
本
と
し
て
道
徳
の
賓
行
を
力
め
仁
徳
を

今
日
は
智
育
の
方
面
は
學
校
に
於
て
も
頗
る
整
備
し
、
人
々
も
亦
智
的
修
養
に
は
熱
心
で
あ
る
が
道
徳
の
方
は
ど
う
も
疎
か
に
せ
ら

る
る
や
う
で
あ
る
。
勿
論
人
格
主
義
の
敦
育
も
唱
へ
ら
れ
、
人
格
の
陶
冶
と
い
ふ
こ
と
も
閲
分
喧
し
く
叫
ば
る
る
が
君
子
た
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
様
な
風
が
世
を
支
配
す
る
様
に
は
見
え
ぬ
。
若
し
も
孔
子
の
敦
が
尊
信
せ
ら
れ
學
校
に
於
て
も
祉
會
に
於
て
も
、
員

に
そ
れ
が
行
は
る
る
な
ら
ば
今
日
の
様
な
種
々
憂
ふ
べ
き
祉
會
の
現
象
は
一
掃
さ
る
る
こ
と
と
思
ふ
。
人
々
の
思
想
が
功
利
に
驚
せ

危
瞼
に
陥
り
浮
薄
に
流
る
る
弊
を
救
ふ
に
は
孔
子
の
敦
。
帥
ち
儒
敦
が
必
要
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

大
愛
時
間
が
永
び
き
ま
し
た
。
尚
ほ
大
學
、
中
庸
、
孟
子
に
は
人
性
な
り
、
又
學
問
の
方
法
等
に
就
て
説
か
れ
て
あ
る
。
そ
れ
が
皆

儒
學
上
重
要
な
る
事
で
あ
り
ま
す
が
本
日
は
論
語
に
止
め
て
置
く
こ
と
に
致
し
ま
す
。

本
日
は
論
語
に
あ
る
こ
と
を
梢
組
織
立
て
て
御
話
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
て
こ
の
儒
敦
は
我
國
民
の
徳
性
を
蓑
ひ
束
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
自
分
等
年
輩
の
も
の
は
誰
で
も
儒
敦
の
経
典
た
る
五
経
を
修
め
ま
し
た
。
私
共
は
最
早
老
年
の
域
に
入
ら
ん

い
人
逹
は
四
書
五
経
の
名
さ
へ
知
れ
る
人
が
少
な
い
様
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
此
慮
に
列
席
せ
ら

る
る
若
い
方
々
に
は
、
こ
の
話
に
よ
り
て
多
少
な
り
と
も
儒
敦
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
御
了
解
に
な
っ
た
な
ら
ば
私
の
幸

で
あ
り
ま
す
。
今
日
迄
我
國
民
が
忠
孝
仁
義
を
重
ん
ず
る
こ
と
を
知
る
は
儒
敦
の
力
に
由
る
こ
と
大
な
る
は
言
ふ
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ぬ
。
儒
敦
の
忠
信
孝
悌
を
道
徳
の
根
本
に
置
く
こ
と
は
忠
孝
一
致
の
我
國
民
道
徳
を
永
く
維
持
し
ま
し
て
世
界
に
冠
絶
せ
る
國
睦
の

美
を
天
壊
と
共
に
無
窮
な
ら
し
む
る
に
極
め
て
必
要
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
に
は
園
民
の
徳
性
を
涵
養
す
る
の
要
が
あ
り
ま

勿
論
敦
育
勅
語
が
あ
っ
て
園
民
の
嘗
さ
に
履
み
行
ふ
べ
き
道
徳
を
明
か
に
、
御
示
し
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
之
を
違
奉
す
る
精
誹

懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闘
す
る
近
況
に
つ
い
て



「ロ

フ
イ
ロ
ッ
フ
キ
ー
、

オ
フ
、
ゼ
、
ロ
オ
ヤ
ル
チ
ー
）

ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
」
と
申
す
和
蘭
の
學
者
が
戦
争
哲
學
（
ゼ

悛
徳
堂
先
賢
の
業
誤
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

を
養
ふ
に
は
、
之
を
涵
養
す
る
紐
典
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
そ
の
國
民
的
紐
典
と
し
て
、
儒
敦
の
紐
典
た
る
四
書
が
最
も
適
嘗

な
る
も
の
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
昔
こ
の
大
阪
に
五
井
持
軒
と
申
す
學
者
が
あ
り
ま
し
た
。
正
徳
か
ら
享
保
頃
に
か
け
て
の
人
で
あ
り
ま
し
た
が
、

構
な
書
物
は
な
い
と
云
つ
て
平
常
四
書
を
順
講
し
て
其
の
徒
に
授
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
営
時
世
に
こ
の
學
者
を
四
書
屋
の
加
助
と
申

し
ま
し
た
。
加
助
は
持
軒
の
俗
名
で
あ
り
ま
す
。

今
日
は
大
正
の
大
御
世
で
あ
り
ま
す
が
、

も
持
軒
に
倣
ふ
て
懐
徳
堂
に
於
て
毎
日
曜
四
書
を
順
講
致
し
て
お
り
ま
す
。

日
露
戦
後
「
ル
ウ
ド
ル
フ
、

西
亜
を
打
破
っ
た
の
に
感
じ
、

あ
ん
な
大
忠
勇
を
顕
は
す
こ
と
は
出
来
な
い
、

ば
文
明
の
最
大
美
果
の
一
た
る
忠
義
を
喪
ふ
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
と
、

の
後
米
國
の

「
ジ
ョ
シ
ア
、

ヽ

フ
イ
ロ
ソ
フ
キ
ー

四
書
ほ
ど
結

の
道
徳
的
純
典
と
し
て
の
債
値
は
昔
と
何
等
愛
り
は
な
い
こ
と
と
信
じ
ま
し
て
、
私

オ
フ
、

ゼ
、
ウ
ォ

ル
）
と
申
す
書
を
著
し
ま
し
た
。
こ
の
書
物
は
私
は
観
ま
せ
ぬ
が
、
こ
れ
は
日
露
戦
役
に
東
洋
の
一
小
園
日
本
が
、
世
界
の
大
図
露

日
本
人
の
忠
義
が
あ
ん
な
奇
蹟
的
な
大
勝
を
腐
ち
得
た
の
で
あ
る
が
、
若
し
こ
の
戦
争
が
な
け
れ
ば
、

つ
ま
り
戦
争
は
忠
義
に
之
が
質
行
の
機
會
を
輿
ふ
る
も
の
で
、
若
し
戦
争
が
な
け
れ

い
ふ
様
な
こ
と
を
書
い
た
も
の
と
見
え
ま
す
。
然
る
に
其

ロ
イ
ス
」
と
い
ふ
人
が
、
忠
義
の
哲
學
（
ゼ
、

と
い
ふ
書
を
著
し
ま
し
た
。
其
の
中
に
「
ス
タ
イ
ン
メ
ッ
ツ
」
の
所
論
を
駁
し
て
お
り
ま
す
。
戦
争
が
な
け
れ
ば
忠
義
は
表
は
れ
ぬ

と
云
ふ
が
、
そ
れ
で
は
軍
國
主
義
で
自
國
の
富
強
を
闘
る
に
急
な
る
君
主
が
あ
っ
て
、
他
園
を
攻
略
せ
ん
と
欲
す
る
と
き
、
斯
か
る

に
忠
義
を
盪
す
と
す
れ
ば
、
之
は
天
下
を
害
す
る
忠
義
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
只
君
主
に
忠
義
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
忠

義
に
忠
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
論
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
之
は
我
日
本
な
ど
に
野
し
て
は
祀
憂
で
あ
る
。
王
道
仁

義
を
理
想
と
せ
ら
る
る
牧
君
主
に
尉
し
、
の
で
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
王
道
仁
義
に
忠
義
で
あ
る
の
で
あ
る
。

イ
ス
」
の
忠
義
に
忠
義
と
い
ふ
こ
と
は
牧
國
に
於
て
宜
行
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
期
か
る
愛
で
た
き
國
柄
を
成
し
た
の
は
、
我
胴
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歴
代
の
天
子
が
儒
敦
の
紐
典
に
よ
り
て
帝
王
の
學
を
遊
ば
さ
れ
て
、

徳
堂
の
こ
と
を
少
し
く
御
紹
介
致
し
ま
す
。

懐
徳
堂
と
申
す
は
今
か
ら
約
二
百
年
前
大
阪
に
出
来
た
唯
一
の
公
學
で
、

七

王
這
仁
義
を
以
て
理
想
と
な
さ
れ
、
國
民
も
亦
儒
敦
に
依
り
て

仁
義
忠
孝
を
励
む
か
ら
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
は
西
洋
人
の
一
寸
了
解
し
難
い
と
こ
ろ
と
考
へ
ま
す
。
終
に
臨
み
ま
し
て
懐

あ
り
ま
す
が
、
幕
府
の
允
許
を
得
た
學
絞
で
平
民
の
敦
育
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
雷
時
の
學
者
三
宅
石
竜
が
最
初
の
敦
授
即
ち
學

主
で
あ
っ
た
。
募
府
の
允
計
を
得
ま
し
た
の
は
享
保
十
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
之
よ
り
先
き
江
戸
に
菅
野
兼
山
と
云
ふ
學
者
が
居
て

會
輔
堂
と
云
ふ
私
學
を
興
し
ま
し
た
。
時
の
賠
軍
吉
宗
公
が
庶
民
の
数
化
に
有
盆
な
る
を
喜
は
れ
、
黄
金
を
賜
ひ
て
之
を
賞
し
、
尚

校
地
を
恩
貸
せ
ら
れ
た
。
後
又
或
時
京
、
大
阪
邊
に
も
斯
様
な
學
校
を
興
す
も
の
あ
る
ま
じ
き
や
と
近
侍
の
も
の
に
話
さ
れ
た
。
大

島
近
江
守
と
申
す
も
の
其
の
父
古
心
に
こ
の
隠
を
個
へ
た
。
そ
こ
で
古
心
が
其
の
友
三
輪
執
齋
に
話
し
た
。
執
齋
は
三
宅
石
竜
拉
に

其
の
門
人
中
井
梵
竜
と
親
し
か
り
し
故
‘
知
認
惹
に
其
の
事
を
報
じ
ま
し
た
。
之
が
緒
と
な
り
て
梵
竜
は
同
門
の
富
豪
五
人
の
も
の
と

奔
走
壺
力
致
し
て
党
に
幕
府
の
允
許
を
得
、
換
地
な
ど
を
頂
戴
し
て
懐
徳
堂
を
公
學
と
致
し
ま
し
た
。
鵞
竜
の
子
に
竹
山
、
履
軒
と

云
ふ
二
大
儒
が
あ
ら
は
れ
ま
し
た
。
竹
山
は
懐
徳
常
の
學
主
と
な
り
、
學
徒
も
四
方
よ
り
集
り
束
り
、
江
戸
の
官
學
昌
平
羹
と
も
相

拮
抗
す
る
ほ
ど
の
勢
あ
り
、

JJr
く
て
闘
西
の
文
連
に
大
な
る
貢
獣
を
致
し
ま
し
た
。
明
治
二
年
學
制
の
改
革
と
共
に
學
徒
も
四
散
し
、

遂
に
康
校
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
四
十
三
年
の
頃
大
阪
人
文
會
に
於
て
會
員
な
り
し
故
西
村
時
彦
君
が
竹
山
、
履
軒
を
養
成
し
た
る

懐
徳
堂
の
先
師
偏
五
井
蘭
洲
の
偲
記
を
講
禎
さ
れ
ま
し
た
が
、
其
の
講
演
は
大
に
會
員
を
感
動
せ
し
め
、
宜
し
く
大
阪
の
文
化
に

獣
し
た
る
懐
徳
堂
先
師
儒
の
た
め
に
公
祭
を
行
ふ
べ
し
と
い
ふ
議
が
一
決
し
、
懐
徳
棠
記
念
會
を
組
織
し
て
盛
大
な
る
祭
典
を
畢
行

し
、
同
時
に

記
念
出
版
な
ど
が
行
は
れ
ま
し
た
。
然
る
に
嘗
時
寄
附
金
が
多
く
集
り
ま
し
て
、
此
等
の
事
を
行
っ
た
後
に

六
千
闘
程
も
金
が
剰
っ
た
の
で
、
之
を
基
本
と
し
て
財
園
法
人
懐
徳
堂
記
念
會
が
設
立
さ
れ
て
、
昔
の
恨
徳
堂
が
為
し
た
様
に
、
大

阪
の
文
化
に
貢
獣
す
る
事
業
を
興
す
こ
と
に
な
り
、
府
立
偲
物
場
の
一
隅
に
府
有
地
を
借
用
し
、
今
日
の
懐
徳
堂
を
建
て
た
の
で
あ

懐
徳
堂
先
賢
の
業
粕
と
造
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
関
す
る
近
況
に
つ
い
て

つ
ま
り
絲
府
の
官
學
に
劉
し
て
は
、
民
間
で
の
私
學
で
は
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り
ま
す
。
事
業
と
し
ま
し
て
は
主
と
し
て
、
定
日
溝
義
、
文
科
講
義
、
定
期
講
演
、
通
俗
講
演
の
講
義
講
演
が
行
は
れ
て
居
り
ま
す
。

定
期
講
演
は
大
正
五
年
か
ら
定
日
講
義
は
大
正
六
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
定
日
講
義
は
月
、
水
、
木
、
日
の
四
曜
日
に
て
、
こ
れ

は
聖
紐
賢
偲
に
よ
り
て
徳
性
を
涵
養
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
主
と
し
て
支
那
の
経
書
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
其
の
中
萬
葉
集
の

一
科
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
懐
徳
堂
の
先
師
儒
に
萬
葉
集
を
研
究
せ
ら
れ
た
る
學
者
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
家
風
を
個
ふ
る
の
意
で

あ
り
ま
す
。
午
後
七
時
よ
り
九
時
ま
で
の
授
業
で
、
こ
れ
は
一
の
職
業
あ
る
人
の
た
め
に
行
ふ
の
主
旨
で
其
の
便
を
圏
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
但
し
日
曜
は
四
書
の
講
義
を
朝
九
時
か
ら
十
時
ま
で
講
じ
て
居
り
ま
す
。
別
に
文
化
講
義
と
い
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
文
學
、
哲
學
を
深
く
攻
究
せ
ん
と
す
る
人
々
の
為
に
、
東
西
雨
洋
の
文
學
哲
學
の
名
著
を
講
ず
る
も
の
で
、
第
一
、
第
三
、
第
五

金
曜
日
に
は
哲
學
を
、
第
二
、
第
四
金
曜
日
に
は
文
學
を
講
じ
て
居
り
ま
す
。
又
土
曜
日
に
は
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
の
諸
敦
授
が

各
其
の
専
門
の
研
究
に
つ
き
て
、
或
題
目
を
定
め
敷
同
に
亘
つ
て
連
綬
的
講
演
を
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
て
文
科
に
圏
す
る
諸

學
科
に
亘
り
て
最
高
等
な
る
學
術
的
智
識
を
得
ら
れ
る
諄
で
あ
り
ま
す
。
又
別
に
通
俗
講
演
と
い
ふ
が
侮
月
一
同
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
市
民
の
常
識
を
蓑
ひ
、
品
性
を
向
上
す
る
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
京
大
の
政
、
法
、
経
滴
、
理
、
エ
、
整
諸
學
部
の
先
生

逹
に
一
年
を
通
じ
、
或
は
科
學
、
或
は
政
治
、
或
は
法
律
、
或
は
経
清
の
講
演
を
願
つ
て
居
り
ま
す
。
本
年
は
経
演
に
闊
す
る
講
演

を
や
っ
て
居
り
ま
す
。

今
申
上
げ
ま
し
た
講
義
、
講
演
の
外
、
時
々
有
盆
な
る
書
の
出
版
を
や
っ
て
居
り
ま
す
。
大
聘
事
業
は
斯
様
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

敦
化
に
稗
補
し
、
文
化
に
貢
獣
し
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。
諸
賢
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
、
或
は
既
に
御
承
知
の
こ
と
と
も
存
じ
ま

す
が
、
御
閑
が
あ
れ
ば
本
堂
を
利
用
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
致
し
ま
す
。

無
味
乾
燥
な
る
講
演
を
永
々
と
績
け
ま
し
て
御
聞
苦
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
、
御
静
罷
下
さ
っ
た
こ
と
を
感
謝
致
し
ま
す
。

整
理
・
保
存
に
開
す
る
近
況
に
つ
い
て

一
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今
年
の
七
月
か
ら
八
月
へ
か
け
て
、
私
は
ゆ
く
り
な
く
懐
徳
堂
開
係
の
資
料
敷
貼
と
、
適
塾
に
開
す
る
も
の

黙
と
を
、
偶
見
す
る
榮

に
浴
し
た
。
そ
れ
等
は
大
阪
市
阿
倍
野
謳
松
虫
ニ
ー
＇
八
ー
ニ
に
在
住
さ
れ
る
逆
瀬
久
米
次
郎
氏
お
よ
び
令
嗣
允
吉
氏
の
秘
蔵
に
か
か
る
も

の
で
、

わ
が
堂
友
會
委
員
中
島
安
之
助
氏
の
斡
旋
に
よ
る
賜
で
あ
る
。
適
塾
闘
係
の
二
黙
は
こ
こ
で
は
鯛
れ
な
い
が
、
懐
徳
堂
闘
係
の
も

も
屏
風
に
貼
ら
れ
て
い
た
の
を
剣
離
し
て
保
存
さ
れ
、
蕉
園
先
生
の
詩
と
長
短
句
で
二
十
一
葉
、
竹
山
先
生
の
墨
跡
一
葉
、
伊
藤
仁
齋
先

生
の
詩
一
葉
、
五
井
蘭
洲
先
生
の
詩
一
葉
、
渭
水
思
恭
の
詩
一
葉
、
毘
山
逸
人
の
東
披
作
「
日
喩
」
一
葉
で
あ
る
。
「
新
造
學
校
観
光
院

園
」
と
題
さ
れ
て
い
る
學
校
設
計
薗
は
「
天
明
二
年
壬
寅
孟
秋
大
阪
中
井
積
善
私
擬
拝
呈
門
人
古
林
尚
突
饉
謄
」
と
あ
る
。
断
裂
を

注
意
深
く
つ
な
ぎ
合
す
と
、
方
六
十
間
の
地
所
に
配
置
さ
れ
た
學
校
の
設
計
園
を
、
ほ
ぽ
完
全
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
っ
た
い

懐
徳
堂
は
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
創
立
さ
れ
、
享
保
十
一
年
(
-
七
二
六
）
に
梵
奄
先
生
に
よ
っ
て
増
築
さ
れ
た
の
が
、
寛
政
四

年
（
一
七
九
二
）
の
大
火
で
烏
有
に
蹄
し
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
竹
山
先
生
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
て
、
そ
れ
が
明
治
の
閉
羹
ま
で

存
し
て
い
る
。
明
治
の
閉
銀
時
の
學
校
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
年
八
月
、
中
井
木
菟
麿
氏
が
幼
時
の
記
憶
を
辿
っ
て
描
か
れ
た
園
が
あ
っ

善
私
擬
拝
呈
」

と
あ
り
、

一九

て
、
表
口
十
一
間
半
、
奥
行
二
十
間
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
新
造
學
校
観
光
院
岡
」
は
「
天
明
二

六
十
間
四
方
と
い
う
大
き
な
規
模
を
も
っ
て
い
る
。

一
の
「
學
校
の
事
」
に
見
え
る
「
建
學
私
議
」
の
記
述
と
一
致
す
る
。
ま
こ
と
に
興
味
深
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ

の
事
に
つ
い
て
は
、
今
回
共
に
こ
の
資
料
を
検
討
し
た
畏
友
梅
淡
昇
敦
授
に
よ
っ
て
、
他
日
何
等
か
の
形
で
披
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
先
儒
の
墨
跡
に
つ
い
て
は
、
私
が
他
日
機
を
得
て
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
逆
瀬
氏
は
、
こ
れ
等
の
資
料
の
外
に
、

多
く
の
珍
ら
し
い
遺
品
を
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
牧
蔵
家
で
あ
る
が
、
研
究
者
に
到
し
て
は
、
惜
し
げ
も
な
く
秘
筐
を
開
い
て
見
せ
て
下
さ
り
、

懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
遺
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闊
す
る
近
況
に
つ
い
て

の
と
し
て
は
、
先
儒
の
墨
跡

思
う
に
こ
れ
は
賓
在
し
た
懐
徳
堂
で
は
な
く
、

却
っ
て

一
枚
と
で
あ
る
。
二
十
六
葉
の
墨
跡
は
、

い‘‘つれ

四

逆
瀬
氏
御
祗
蔵
の
資
料

十
六
葉
と
敷
片
に
断
裂
し
た
「
新
造
學
校
観
光
院
岡
」

（
一
七
八
二
）
に
「
中
井
積



懐
徳
堂
先
賢
の
業
績
と
逮
品
と
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
に
闊
す
る
近
況
に
つ
い
て

紹
介
や
稜
表
の
自
由
さ
え
許
さ
れ
た
。
御
寛
容
に
封
し
て
、
厚
く
御
義
を
申
し
上
げ
た
い
。

以
上
は
、
懐
徳
堂
先
賢
師
儒
を
記
念
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
蒐
集
・
整
理
・
保
存
事
業
の
角
度
か
ら
、
近
二
年
束
の
進
展
の
情
況

を
略
記
し
て
報
告
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
新
田
和
子
夫
人
・
吉
田
晋
氏
・
中
川
幸
一
―
―
氏
・
逆
瀬
久
米
次
郎
氏
お
よ
び
允

吉
氏
等
の
御
誠
意
を
は
じ
め
、
こ
の
畢
に
賛
同
し
て
力
を
粛
し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
御
好
意
に
劉
し
て
、
末
筆
な
が
ら
感
謝
と
敬
意
と
を

表
し
た
い
。

二
0




